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　　　1941年度衝に於ける

火星協同襯測結果報告（1）

Reports　on　Mars　Observations　in　1941．

遊星面課長　俘達英太郎　E．エ）a．te．

第1章　　観測概況
　1．1941隼衝に於ける火星暦

　1939年度の極大接近は，火星高度が極度に低かったため，漱米各地に比し比

較的低緯度の本邦に於ても観測は飴り好結果ではなかった事を，同年衝の報告

に記したが，今回の饗衝はこれに比し高度の條件は良く，魚座と鯨座の境界附

近で節つた事は，極大接近の悪條件に比し大に恵まれたものであった．併も覗

直径は22．”8にも上り，極大接近の24！’02に僅かしか劣らぬ大きさであった爲，

協同観測の成果は大いに期待され，叉，事實，以下記載する如く，新進者の活

躍に見るべきもの多く，豫想以上の好成績を得られた事を喜び度V・．今回の封

衝に於ける火星暦は下の如くである．

　　　細細畿3：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：｝・94・年四・・8日

　　　火星の近日黙通過日………・一・…一…一一…1941年　八月4日

　　　炎量蹴慧継：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：｝・94・年・・脚

　　　火星の近地黙諾過日……………・・…・……………1941年　十月3日

　　　近地黙に於ける硯直径………………’・…………・22．t’8

　　　目地　　衝・・．・…　■■・・・・・・・・・・・・・・・・・…　■・一一・・…　．・・・・…　■■・・・…　1941年　　H一一．E［10日

　　　封衝に於ける火暴の位置……………・…・一・一α＝1h7m，δ＝＋3Q31’

　　　i封衝に於ける火星の覗直裡………・………・……・22Jt6

　　　i封衝に於ける火星の中央緯：度……一…・・…・一・一　19・。45

　以上の如くで，1939年度に比し，新に：火星高度，観直径，劃衝に於ける中央

緯度（のを注意され度い．

　2．共同翻灘メムバと弊館器械について

　1939年度の大接近には，それ以前の謝衝に於いて優秀な成績を墨げられた前

田都雄，渡邊恒夫の爾氏が聖職に走せ参じておられた爲一抹の淋しさを掩ふ

べくもなく，新進者の進出により量は相當のもσ）となったけれど，質において

今…息の憾無きにしも非すで，火星高度の不足と共に充分な観測結果を得られ
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なかったが，今回の甥衝こそは，火星の高度條件良く，叉報告をで覧するに優

秀な観測が多く，課長として慶親にたえない．只一つ，課長の席を汚しながら

筆者が，夏以來の：不健康の爲，．存分の槻測を暴行し得なかったが，これは他の

優秀な記録が補って選りあるから遺憾とするに當らない．東部から西部への順

の観測者表は下記の如くである．
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註　反＝反射鏡，屈富屈折鏡，経識経緯儀，赤＝赤道儀，斡詣同一器械・

　　使用器械と凹凹の李均値に差があるのは，口囲を絞って使用されナこ場合の値が計

　　算してあるからである．③の大柴氏は，東京府立化工學校の7．5糎屈折を，叉⑯

　　⑰は豊北市公會堂屋上の10糎屈折機を使用されたものである・

さて，上表より，今回の雫均口径，倍率を算出，比較したのが下表である．

1・935鞍i1937鞍

平均口樫．

平均倍率

137．9粍

242．5＞ぐ

231．5粍

341．8　×

1939年度

133ユ粍

202．7　×

1941年度

143．9粍

216．1　×

全平均

161．6粍

250．8　×
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　師ち今回の平均は，口径に於て37年度に次ぎ，倍率に於て39年度より大き

い値を示してみる．倍…率はこの程度で充分だが，口径に於て，せめて20糎標

拳に達し度く念願してみる．

　3，動員された望遠鏡に就いて

　口径の大小に係らす，火星に等して日本の室では繰り高い倍率は必要なく，

250倍も使用すれば火星表面にi封して相當詳しいディテールが槍出される筈で，

其意味から言って，15糎から21糎尽りが，最も朗唱した口径であらうと思は

れる．今回の樹衝には大艦15糎雫均の口径が最も多く使用され，1939年に比し

良い成績が得られた、瀧田氏の15糎，保積氏の16糎，村山氏の12，5糎，それ

に憂躍の藥，頼爾氏が朔北公會堂の10糎屈折によって爲された観測等の優秀

な結果を初め，他の諸氏全部が，口径相慮の成績を學げられた劣を多とし，1939

年度の大接近の際の記録の一部の如く，口径不相慮の詳細スケッチや非常に疑

問を惹起させる如き不可思議なる見：生恥の無かった事は喜ばしい事である・

　照準者表を見るに，弱りに多くの倍率を使用された方もあるが，これは良い

事でなく，出來れば，全期間を通じて，一定の倍率を決めて使用し．J飴りに覗

駄の悪い場合にのみ，補助的に低い倍率を使用する程度を可とし，アイピ1ス

を種々取換えて尚，良い覗欺を得られない様な悪導流の場合は，寧ろ潔ぎょく

興国の詳細なスケッチは断念し，他日の観測への休養を採る方が遙かに賢明な

方法である．

　15糎以下の小口径ではその檬な事は少V・が，20～25糎級以上となると，表面

の筆墨も見え難い位の悪観潮に出賞すことは屡々で，そう云ふ場合は無理な槻

測を強行して不確實なスケッチを得るよりも休養し，他日良親等に會つた痔，

徹夜観測をしてでも，その良形状を利用する方が良い結果を得られる．尤もζ

れは，他に正業を有するアマチュアには難しく，寧ろ健康上弱り無理張ぴはせ

ぬが，膿に自信を有せらるる方は試みて頂きたい。

　4．見　　取　　圖

　不正確な色彩を排する意味で「色彩スケ。チは受理せぬ」と前提したため，前

田静雄氏のノぐスチル・スケッチを除き他は全部鉛筆による黒白スケッチであった．

　大都遊星面のスケッチと云ふものは，各自の眼の感受性，罫書の巧拙等に依

って，同望遠鏡に依っても同位置に相當の差異を示すもので，この黙爲眞法に

比し，不正確は干れ得ないが，詳細部の検出には目下の所これ以外に方法なく

各自のスケ。チは當課としても非常に貴重なものとして，受理するのであるか

ら，』観測者各位に於かれても，決して良心に恥ぢぬ正に堂々だる観測報告を御

邊り下さる事を切望する．今回の劉衝に於て，只一一つ疑問とすべき黒占は，火星

観測の灌威渡邊恒夫氏の十月3日，25糎反射でなされた見：取圖が「科學知識」誌
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に掲載された後の見：取圖に於て，或一部の：方の見取圖が，渡邊氏の描法及観察

に酷似して來た事で，筆者として，別にその見取圖を所謂“カンニング”として

退けばしないし，叉その壮図者のベストを叢された記録として受理はするが，

往kこう云ふ熟練者の見取圖に引つけられると云ふ例は初めの間は有り勝ちの

事だから，絵程良心的に書いて頂き度い事を注意しておく．

　さて，今回の劉衝の見取圖を仔細に黒占槍するに，度々火星圖やスケ。チが獲表

された故もあらうが，描き方が一般に非常に向上し美しくなったが，就中，村

上，i薬，頼の新進諸氏は各自猫特の巧みな見取圖を選付され，、村山氏の描法の

美しさと藝氏が10糎の小口径で良く模檬の濃淡を認められた事に封して讃意

を表し，より以上の精進を望むものである．叉木峰部長及前田，渡邊の雨エキ

スパ1トの見：取圖は流石と頷け，前田氏のデリケ1トな色彩の検出及それを麗

はしいパステルズケッチに表現される巧妙なテクニックには只々感服の外無く，

大シルチスの色相攣化のスケ。チ等，三色版として「天界」を飾り書くさへ思ふ

素晴らしさで，同氏の網膜の感色性の鏡さは，渡邊氏のハ1フト1ン（牛宇部）

の分離性能と共に當課の双壁とも回すべく，これ迄の擬測の苦心の跡が偲ばれ

遊星面のスケ。チも一朝一“夕に完成されるものでない事が痛感される．

　各観測者の各月の見取圓藪は下表の通りである．
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　以上の如くで，見取圖起呼1位の保積氏及第2位の村山氏の勢を多とすると

共に，1枚にても貴重な丁丁を途られた協同二丁参加の諸氏に敬意を表する次

第である．（つY⇔


